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Abstract
Two metamorphosed females of Lernaeenicus ra-

mosus Kirtisinghe, 1956 were collected from an areo-
late grouper, Epinephelus areolatus (Forsskål, 1775), 
in Kagoshima Bay, an inlet of the western North Pacif-
ic Ocean, Kagoshima Prefecture, southern Japan. The 
anterior body of each female was embedded in the 
host’s musculature, and the trunk protruded externally 
from the host’s body surface. In Kagoshima Prefec-
ture, L. ramosus was previously reported from a black-
tip grouper, Epinepherus fasciatus (Forsskål, 1775), 
from the Oshima Strait, Amami-oshima Island, and the 
present collection represents the second record of L. 
ramosus from the prefecture.

はじめに
イカリムシモドキ Lernaeenicus ramosus Kirtisin-

ghe, 1956は管口目（シフォノストム目）ヒジキ

ムシ科イカリムシモドキ属に属するカイアシ類の

1種であり，わが国ではハタ族魚類 Epinephelini（ス

ズキ目 Perciformes，ハタ科 Serranidae，ハタ亜科

Epinephelinae）に寄生する（長澤・上野，2014；

長澤・田和，2021）．最近，筆者らは鹿児島湾で

釣獲したオオモンハタ Epinephelus areolatus (For-

sskål, 1775)からカイアシ類の 1種を採取し，イ

カリムシモドキに同定した．鹿児島県におけるイ

カリムシモドキの記録は過去に 1例あり，三重県

立大学（当時）の椎野季雄博士が奄美大島産アカ

ハタ Epinepherus fasciatus (Forsskål, 1775)から標

本を得て報告した（Shiino, 1964；椎野，1964）．

本論文では，鹿児島湾産オオモンハタから採取し

たイカリムシモドキを鹿児島県における本種の第

2記録として報告する．

 

材料と方法
2021年 10月 23日，本論文の第二筆者（村瀬）

が桜島南東岸沖の鹿児島湾（31°32′N, 130°41′E，

水深 40 m）でオオモンハタ 1尾を釣獲した．こ

れを自宅に持ち帰って全長（TL, mm）を測定後，

体表を観察したところ，体の一部を宿主体内に挿

入させている寄生虫 2個体を見出した．そこで，

寄生状態を写真撮影するとともに，寄生虫を宿主

の筋肉とともに摘出して冷凍標本とし，静岡市に

ある水族寄生虫研究室に送付した．この研究室で

は，第一筆者（長澤）が標本を解凍後，寄生虫の

体前部を覆っていた宿主筋肉を除去して，寄生虫

を 70%エタノール液で固定した．その後，この

寄生虫の形態を実体顕微鏡で観察して同定すると

ともに，写真撮影後，70%エタノール液中に保

存した．この寄生虫標本は，現在，第一筆者の手

元にあり，近縁種との形態比較を終えた後，茨城

県つくば市にある国立科学博物館筑波研究施設の

甲殻類コレクションに収蔵する予定である．本論
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文で用いるカイアシ類の科名・属名・和名は長澤・

上野（2014），魚類の和名と学名は本村（2020） 

に従う．下記の形態記載では，前報（長澤・田和，

2021）で述べたように，頭胸部前方部を頭部

（head），それに続く円筒形を呈する部分を頸部

（neck）と呼ぶ．

結果と考察
Lernaeenicus ramosus Kirtisinghe, 1956

イカリムシモドキ　（Fig. 1）

標本　成体雌 2個体，鹿児島湾産オオモンハ

タEpinephelus areolatusに寄生，2021年 10月 23日，

採集者：村瀬拓也．

記載　体は頭部，頸部，胴部，腹部から成る．
ただし，腹部の発達は良くなく，胴部との境は不

明瞭で，卵嚢を持たない．各個体の体長は 14.6 

mmと 15.8 mm（頭部先端から腹部後端まで．頭

部樹根状突起を含まない）．頭部は長さ 1.8 mmと

1.9 mm，ともに体長の 12%．頭部に 3対の樹根

状突起を有し，頭前部に 2対（前方突起，中央突

起），頭後部に 1対（後方突起）を具える．前方

突起は頭前部の背側隅，中央突起は頭前部の腹側

隅，後方突起は頭後部の側面から突出する．頭前

部腹面には短小で先端鈍の複数の突起がある．頭

後部腹面に 4対の脚がある．頭部から続く頸部は

細長く，長さは 2.7 mmと 3.2 mm，体長の 18%

と 20%．胴部は頸部との接点後方から太さを増

して円筒形を呈し，腹部後端までの長さは 10.1 

mmと 10.7 mm，体長の 69%と 68%．腹部後端は

丸い．採集直後の体色は濃茶褐色．

寄生状況　オオモンハタ（300 mm TL）に寄生

したイカリムシモドキは 2個体で，ともに宿主の

体表から胴部を出していた（Fig. 1A, B）．1個体

Fig. 1. Lernaeenicus ramosus, metamorphosed females, parasitic on an areolate grouper, Epinephelus areolatus (300 mm total length), from 
Kagoshima Bay, an inlet of the western North Pacific Ocean, Kagoshima Prefecture, southern Japan. A, the trunk of one female (specimen 
1) protruding from the host’s body surface between the pelvic fins, fresh specimen; B, the trunk of another female (specimen 2) protruding 
from the host’s body surface under the dorsal fin, fresh specimen; C and E, habitus (C, specimen 1, 14.6 mm long; E, specimen 2, 15.8 mm 
long), ventrolateral view, fresh specimens; D and F, anterior part of body, including head (with holdfasts), neck, and anterior trunk region 
(D, specimen 1; F, specimen 2), ventrolateral view, fresh specimens. Scale bars: A, B, 10 mm; C, E, 5 mm; D, F, 2 mm.
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は宿主の両腹鰭基部前方の腹面から，他個体は宿

主の背鰭基部下方の体表から，ともに体前部を挿

入し，頭部は宿主の筋肉に包まれていた．

備考　イカリムシモドキに関する国内外の知
見は Nagasawa et al. (2020)，国内の知見は長澤・

田和（2021）によって整理されている．それらに

基づくと，イカリムシモドキは日本では黒潮とそ

の支流である対馬海流の影響を受ける海域に分布

し，2属 7種のハタ族魚類から見出されており，

ハタ族魚類が重要な宿主であると位置づけられて

いる．また，この寄生虫は 2000年代にハタ族魚

類を宿主として大発生し，その後も比較的高い寄

生状況を維持しつつ，日本周辺海域で分布域を拡

大していることが示唆されている．

九州近海におけるイカリムシモドキの産地と

宿主を挙げると，長崎県対馬産キジハタ Epine-

phelus akaara (Temminck and Schlegel, 1843)（Izawa, 

2019），同県上五島町（五島列島）沖のアオハタ

Epinephelus awoara (Temminck and Schlegel, 1843) 

（Nagasawa et al., 2011），熊本県天草灘産キジハタ

（Nitta et al., 2017），鹿児島県大島海峡（奄美大島）

産アカハタ（Shiino, 1964；椎野，1964，加計呂

麻海峡と記述）から報告されている．本論文の最

初に記したように，鹿児島湾産オオモンハタにお

ける寄生例は，鹿児島県からの第 2記録となる． 

九州を含む南日本におけるイカリムシモドキ

の研究課題としては，南西諸島における宿主と分

布を確認することが重要である．南西諸島は，九

州南端から，大隅諸島，吐噶喇列島，奄美群島，

沖縄諸島，宮古群島，八重山諸島が台湾まで約

1200 kmにわたって連なる弧状の島嶼であり，大

東諸島や尖閣諸島も含まれる．しかし，この海域

におけるイカリムシモドキの記録は，上記のよう

に奄美群島に属する奄美大島産アカハタからの僅

か 1例（Shiino, 1964；椎野，1964）があるに過

ぎない．南西諸島にはイカリムシモドキの宿主に

なる可能性のあるハタ科魚類が多く生息し，魚類

図鑑や魚類目録には下記の種数が記されている：

大隅諸島の三島村 5島（竹島，硫黄島，黒島，昭

和 硫 黄 島， デ ン 島 ） か ら 35 種（Jeong and 

Motomura, 2021），口永良部島から37種（木村ほか，

2017），屋久島から 59種（Motomura and Harazaki, 

2017），奄美群島から 61種（本村ほか，2018），

同 群 島 の 喜 界 島 か ら 19 種（Fujiwara and 

Motomura, 2020），徳之島から 18種（Mochida and 

Motomura, 2018），沖永良部島から 32種（Motomura 

and Uehara, 2020），与論島から 28種（本村・松浦，

2014），沖縄県から 65種（下瀬，2021），八重山

諸島の与那国島から 28種（Koeda et al., 2016）で

ある．わが国におけるイカリムシモドキの地理的

分布と宿主範囲を明らかにするため，今後，南西

諸島の複数海域において，ハタ科魚類，特にハタ

族魚類を得て，イカリムシモドキの寄生状況を調

べることが重要である．

同様なことは，九州の太平洋沿岸や瀬戸内海

沿岸にも当てはまる．両水域のハタ科魚類から，

これまでにイカリムシモドキの記録はない．しか

し，例えば鹿児島県大隅半島北東縁に位置する内

之浦漁港には，内之浦湾に設置された定置網で漁

獲された魚類が主に水揚げされ，17種のハタ科

魚類が確認されている（小枝ほか，2020）．また，

宮崎県日向灘からは 53種のハタ科魚類が記録さ

れているほか（Iwatsuki et al., 2017），同県北部に

位置する門川湾周辺では 28種のハタ科魚類が見

出されている（村瀬ほか，2021）．更に，福岡県

の豊前海は瀬戸内海の西端に位置し，キジハタが

沿岸漁業で漁獲されている（俵積田ほか，2019）．

キジハタはイカリムシモドキが寄生した記録が最

も多い魚種であり，瀬戸内海東部の兵庫県神戸市

沿岸（土井，2007；土井ほか，2008）のほか，熊

本県天草灘（Nitta et al., 2017），長崎県対馬沖

（Izawa, 2019），島根県沖（無記名，2004；Naga-

sawa et al., 2010；岡本，2011），三重県および不

明産地（Shiino, 1958）から報告がある．こうし

た事実に基づくと，九州の太平洋・瀬戸内海沿岸

に生息するハタ科魚類にもイカリムシモドキが寄

生することは十分に考えられ，イカリムシモドキ

の分布と宿主に関する理解を深めるために，両水

域におけるこの寄生虫の調査が待たれる．

今回，イカリムシモドキが寄生したオオモン

ハタを得た鹿児島湾には，この魚種を含めて 16

種のハタ科魚類の生息が知られている（岩坪・本
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村，2017）．そのなかには，イカリムシモドキの

既知宿主であるキジハタ（Shiino, 1958；無記名，

2004；土井，2007；土井ほか，2008；Nagasawa 

et al., 2010；岡本，2011；Nitta et al., 2017；Izawa, 

2019），アカハタ（Shiino, 1958，E. tsirimenariaと

報 告；Shiino, 1964： 椎 野，1964， と も に E. 

fasciatus fasciatusと報告；無記名，2004；岡本，

2011），アオハタ（無記名，2004；Nagasawa et al., 

2010, 2011； 岡 本，2011）， マ ハ タ Epinephelus 

septemfasciatus (Thunberg, 1793)（無記名，2004；

Nagasawa et al., 2011, 2014，ともに Hyporthodus 

septemfasciatusと報告；岡本，2011）も含まれて

いる．したがって，鹿児島湾では，今後，オオモ

ンハタ以外のハタ科魚類にもイカリムシモドキの

寄生が確認される可能性がある．
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